
１5
735

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
際
的
な
原
材
料
価
格
の
高
騰
や

円
安
に
よ
る
海
外
か
ら
の
輸
入
コ
ス

ト
の
増
加
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端

を
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

な
ど
経
済
的
に
不
安
定
な
状
況
は
続

い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
、
津
久
見
市
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
、

物
価
高
騰
等
に
苦
し
む
運
送
事
業
者

へ
の
燃
油
高
騰
対
策
を
昨
年
５
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
経
済

の
消
費
喚
起
や
生
活
者
の
経
済
的
支

援
を
図
る
た
め
、
津
久
見
市
商
業
協

同
組
合
へ
の
事
業
委
託
に
よ
り
、
第

９
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ク
ー
ポ
ン
券

「
つ
く
ぽ
ん
」
を
発
行
し
、
市
内
経

済
の
活
性
化
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
さ
て
、
昨
年
は
市
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
っ
た
市
役
所
新
庁
舎
の

建
設
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
庁
舎
は
子
育
て
支
援

拠
点
や
市
民
交
流
拠
点
を
複
合
的
に

庁
舎
内
に
整
備
し
、
津
波
避
難
ビ
ル

と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
た
施
設

と
し
て
令
和
８
年
３
月
中
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
と
の
一
体
的
整
備
を
進
め

て
き
た
「
街
な
か
観
光
拠
点
」
整
備

に
向
け
て
は
、
基
本
計
画
策
定
後
の

実
現
可
能
性
調
査
を
実
施
し
、
実
現

に
向
け
て
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
概
算
事
業
費
、
課
題
な
ど
を

整
理
し
ま
し
た
。
今
後
、
課
題
の

解
決
等
に
む
け
て
、
市
内
事
業
者

な
ど
と
協
議
を
継
続
し
令
和
11
年

度
以
降
の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
は
、
経
営
の
発

展
と
自
身
の
自
己
成
長
、
革
新
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
家
同
友
会

県
南
支
部
の
方
々
と
の
連
携
も
は

じ
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
連
携
を

通
じ
て
、
地
域
の
中
小
企
業
の
活

性
化
、
市
民
生
活
の
向
上
な
ど
の

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
食
観
光
、
つ
く
み

イ
ル
カ
島
、
保
戸
島
、
桜
観
光
、

産
業
観
光
な
ど
の
情
報
発
信
を
引

き
続
き
行
い
、
交
流
・
関
係
人
口

の
増
加
、
賑
わ
い
の
創
出
の
取
組
み

を
行
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
１
市
１

校
の
津
久
見
高
校
へ
の
支
援
を
、
本

会
議
所
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
総
合
計
画
と
人
口
減
少
対
策
に
特

化
し
た
総
合
戦
略
の
次
期
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。
計
画
策
定
の
中

で
、
改
め
て
市
民
の
皆
様
や
関
係
機

関
等
と
対
話
、
協
議
を
重
ね
、
魅
力

的
な
津
久
見
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
市
政
運
営
に
対
す
る

の
紛
争
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
世
界

経
済
は
不
安
定
な
状
況
が
続
き
ま
し

た
。

　
国
内
で
は
、
年
頭
の
能
登
半
島
地

震
を
始
め
、
全
国
で
、
ま
た
、
大
分

県
に
お
い
て
も
台
風
や
地
震
等
の
大

規
模
災
害
が
発
生
し
、
特
に
８
月
の

台
風
10
号
で
の
高
速
道
路
臼
津
間
の

一
部
崩
落
の
復
旧
に
は
２
カ
月
弱
を

要
し
、
物
流
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
長
期

間
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
更
に
、
８
月
８
日
の
日
向
灘
を
震

源
と
す
る
Ｍ
７
・
１
の
地
震
に
よ
り

初
め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
」

が
発
表
さ
れ
、
命
を
守
る
防
災
対
策

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

　
国
内
経
済
は
、
停
滞
か
ら
成
長
へ

の
転
換
点
を
迎
え
て
お
り
、
国
が
進

め
る
「
成
長
型
経
済
」
の
実
現
に
向

け
た
設
備
投
資
の
増
加
、
労
働
力
の

確
保
、
技
術
革
新
や
省
力
化
投
資
に

よ
る
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
は
、
官

民
が
連
動
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
、
特
に
地
方
経
済
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
「
事
業
承
継
」・「
人

手
不
足
」
に
対
し
て
は
、
本
商
工
会

議
所
と
し
て
も
、
多
様
な
人
材
の
活

躍
と
育
成
、Ｕ
タ
ー
ン
事
業
の
推
進
、

地
域
雇
用
・
外
国
人
雇
用
の
仕
組
み

づ
く
り
、
若
手
経
営
者
の
育
成
と
起

業
の
推
進
等
に
注
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
円
安
や
物
価
上
昇
に
よ
る
コ

ス
ト
増
に
直
面
す
る
中
、「
賃
上
げ
」

原
資
の
確
保
に
資
す
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の「
稼
ぐ
力
の
強
化
」

に
向
け
、
価
格
転
嫁
の
浸
透
を
行
う

と
と
も
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
の
促
進
や
、「
経
営
発
達

支
援
計
画
」
に
沿
っ
た
付
加
価
値
向

上
の
た
め
の
伴
走
支
援
を
精
力
的
に

進
め
、
管
内
事
業
者
の
更
な
る
経
営

力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
２
年
11
月
発
足
の
日

本
商
工
会
議
所
に
よ
る
「
中
小
企

業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
参

加
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
商

工
会
議
所
主
催
の
「
津
久
見
Ｐ
ｔ

Ｇ
研
究
会
」
で
の
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
・

水
素
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
の

〝
新
た
な
産
業
誘
致
〞
の
調
査
・

研
究
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
更
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
ポ
ー
ト(

Ｃ
Ｎ
Ｐ)

の
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
国
・
県
・
市
へ
の
提

言
を
続
け
る
と
と
も
に
、「
港
湾
を

中
心
と
し
た
脱
炭
素
計
画
」、「
２
０

３
０
年
度
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
目
標
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
方

針
・
方
向
性
に
つ
い
て
官
民
で
協
議

を
行
う
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
２
０
２
５
年
の
津
久
見
商
工
会
議

所
は
、
活
動
の
原
点
で
あ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
、
会
員
事
業
所
の
経
営

支
援
を
念
頭
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

国
・
県
・
市
と
の
連
携
を
深
め
る
と

共
に
、
行
動
す
る
商
工
会
議
所
と
し

て
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま

す
の
で
、本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
中
東
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
地
区
で

新
年
の
ご
挨
拶

津
久
見
市
長

　石

　川

　正

　史

新
年
の
ご
挨
拶

会

　頭

　古
手
川
　保
　正
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
内
外
と
も
に
不
透
明
か

つ
混
迷
の
度
合
い
が
深
ま
っ
た
１
年
で
し

た
。
世
界
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
の
長
期
化
に
加
え
、
中
東
情
勢
の

悪
化
な
ど
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
拡
大
し

ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
面
で
は
米
国
経
済

が
堅
調
さ
を
維
持
す
る
一
方
で
、
中
国
経

済
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
年
に
な
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
昨
年
は
主
要
国
で
選
挙
が

相
次
ぎ
、
米
国
で
は
４
年
ぶ
り
に
ト
ラ
ン

プ
氏
が
次
期
大
統
領
に
就
任
す
る
結
果
と

な
り
、
保
護
主
義
や
自
国
第
一
主
義
の
台

頭
に
対
す
る
懸
念
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
国
内
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
１
月
の
能

登
半
島
地
震
や
９
月
の
奥
能
登
豪
雨
と

い
っ
た
痛
ま
し
い
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
１

年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の
衆
院
選

で
は
与
党
が
30
年
ぶ
り
に
過
半
数
を
大
き

く
下
回
り
、
少
数
与
党
へ
転
じ
る
な
ど
政

治
的
変
動
が
生
じ
る
一
方
で
、経
済
で
は
、

歴
史
的
円
安
や
物
価
高
が
続
く
中
、
設

備
投
資
は
好
調
で
日
経
平
均
株
価
も
史
上

初
の
４
万
円
台
を
記
録
し
ま
し
た
。
日
本

銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
解
除
に
踏
み
切

る
な
ど
、
金
融
政
策
に
も
大
き
な
転
換
点

が
訪
れ
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
「
賃
上
げ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
１
年
で
も
あ
り
、
中
小

企
業
の
賃
上
げ
率
も
３
％
台
半
ば
に
達
す

る
な
ど
、
物
価
と
賃
金
の
好
循
環
に
向
け

た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
１
年
で

あ
っ
た
と
総
括
で
き
ま
す
。
企
業
の
自
助

努
力
と
と
も
に
、
官
民
を
挙
げ
た
価
格
転

嫁
の
取
り
組
み
が
効
果
を
示
し
た
結
果
で

あ
り
ま
す
が
、
賃
上
げ
を
行
っ
た
中
小
企

業
の
約
６
割
が
収
益
改
善
を
伴
わ
な
い
中

で
、
人
手
確
保
の
た
め
の
防
衛
的
賃
上
げ

を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
賃
上
げ

の
モ
メ
ン
タ
ム
を
い
か
に
持
続
可
能
な
形

に
転
換
す
る
か
が
、
停
滞
か
ら
成
長
の
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
た
今
年
の
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
。

【
成
長
の
両
輪
は
中
小
企
業
の

　
　
　
　
　
強
化
と
地
方
創
生
】

　
日
本
は
経
済
立
国
で
あ
り
、
経
済
成

長
な
く
し
て
将
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
フ

レ
脱
却
を
確
実
に
し
、
成
長
型
経
済
へ
の

転
換
を
進
め
る
た
め
に
は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６

割
を
占
め
る
個
人
消
費
の
拡
大
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
実
現
は
、
全
企
業
数
の
99
・

７
％
、
就
業
人
口
の
約
７
割
、
地
方
部
で

は
約
９
割
を
担
う
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
生
産
性
向
上
と
持
続
的
な
賃
上
げ

に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
の
両
輪
の
一
つ
は
中

小
企
業
で
あ
り
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
省

力
化
投
資
を
含
め
た
設
備
投
資
、
技
術
革

新
、
知
的
財
産
の
活
用
・
保
護
と
い
っ
た

生
産
性
向
上
へ
の
不
断
の
努
力
と
自
己
変

革
に
よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
、
賃
上
げ

原
資
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
本
年
も
こ
う
し
た

前
向
き
な
挑
戦
を
続
け
る
中
小
企
業
を
全

力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
労

務
費
を
含
む
価
格
転
嫁
対
策
の
さ
ら
な
る

推
進
や
Ｂ
to
Ｃ
で
は
企
業
側
の
「
値
を
上

げ
る
勇
気
」
も
必
要
で
す
。
消
費
者
に
も

「
良
い
サ
ー
ビ
ス
、
良
い
モ
ノ
に
は
値
が

付
く
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

国
民
全
体
の
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
す

る
こ
と
も
今
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り

ま
す
の
で
、
消
費
者
意
識
の
改
革
と
と
も

に
経
済
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、成
長
の
両
輪
の
も
う
一
つ
は
「
地

方
創
生
」
で
す
。
地
方
の
発
展
な
く
し
て

日
本
の
再
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
、
地

方
自
治
体
、
民
間
が
三
位
一
体
と
な
り
、

地
域
へ
の
人
材
・
投
資
の
呼
び
込
み
や
「
稼

ぐ
産
業
」
の
育
成
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
通
じ
て
地
域
の
経
済
循
環
を
強
化
し
、

地
域
の
強
み
と
潜
在
力
、
い
わ
ゆ
る
「
地

域
力
」
を
引
き
上
げ
る
べ
く
全
力
を
傾
け

る
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
経
済
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
中
小
企
業
お
よ

び
小
規
模
事
業
者
の
強
化
は
、
地
方
創
生

の
取
り
組
み
と
も
表
裏
一
体
で
す
。政
府
・

地
方
自
治
体
に
は
両
者
を
成
長
の
両
輪
と

位
置
づ
け
、
地
域
ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え

た
成
長
戦
略
の
策
定
と
実
行
を
強
く
求
め

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
わ
れ
わ
れ
全
国
５

１
５
の
商
工
会
議
所
も
地
域
経
済
の
再

生
・
活
性
化
の
先
導
役
と
し
て
、
さ
ら
に

活
動
を
強
化
で
き
る
１
年
に
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

【
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
を

大
き
な
成
長
の
弾
み
に
】

　
本
年
４
月
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開

幕
い
た
し
ま
す
。
停
滞
か
ら
成
長
へ
の
転

換
点
に
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
催
は
、

象
徴
的
か
つ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま

す
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
20
年
ぶ
り
の
万
博

開
催
が
、
新
た
な
未
来
を
つ
く
る
起
爆
剤

と
な
る
よ
う
、
全
国
の
商
工
会
議
所
一
丸

と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
わ
が
国
全
体
の
未
来
に
向
け
て
成
長

に
弾
み
の
つ
く
万
博
と
な
る
こ
と
を
切
に

願
い
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
新
た
な
成
長
へ
の
飛
躍
の
年
に
―

日
本
商
工
会
議
所

　
　
　会

　頭

小

　林

　
　健

２
０
２
５
年
　年
頭
所
感

吉田社会保険労務士事務所

入社から退社まで に関わる業務

〒879-2441 大分県津久見市中央町18番５号
TEL 0972-82-7708　FAX 0972-85-0666

業務内容 年金事務所・ハローワーク・監督署への届出　就業規則の作成
賃金・退職金制度　給与計算　労務に関する相談

令和７年１月５日（2）会議所ニュース昭和42年12月13日
第３種郵便物認可



会

　頭 

古
手
川

　保

　正  

副
会
頭 

佐

　藤

　公

　一  
副
会
頭 

三

　木

　
　
　繁

専
務
理
事 
石

　堂

　克

　己

常
議
員 

首

　藤

　正

　稔

常
議
員 

小

　代

　一
　幸  

常
議
員 

黒

　須

　綾
希
子

常
議
員 

家

　亀

　正

　行

常
議
員 

戸

　髙

　鉄
之
輔

常
議
員 

中
津
留

　伸

　亮

常
議
員 

宮

　﨑

　昇
一
郎  

常
議
員 

古
手
川

　正

　治

常
議
員 

松

　井

　達

　也

常
議
員 

東

　
　
　晋

　吾

常
議
員 

渡

　邉

　
　
　武

常
議
員 

徳

　脇

　伸

　明

常
議
員 

鳥

　越

　繁

　一

常
議
員 

伊

　東

　忠

　文

常
議
員 

西

　瀧

　常

　博  

常
議
員 

松

　永

　修

　一

常
議
員 

白

　岩

　
　
　泰

常
議
員 

小

　畑

　光

　悦

常
議
員 

畑

　野

　
　
　昭 

常
議
員 

古

　家

　哲

　生

監

　事 

藤

　並

　
　
　徹

監

　事 

上

　田

　孝

　吉

監

　事 

久
保
田

　誠

　一

議

　員 

遠

　藤

　龍

　也

　〃 

佐

　藤

　達

　雄

　〃 

篠

　田

　寛

　之

　〃 

吉

　本

　栄

　子  

　〃 

氏

　川

　繁

　実

　〃 

栗

　田

　憲

　一

　〃 

中

　井

　
　
　剛

　〃 

戸

　髙

　利

　也

　〃 

平

　
　
　賢
一
郎

　〃 

麻

　生

　英

　二

　〃 

麻

　生

　
　
　勇

　〃 
板

　井

　竜

　太

　〃 
江

　藤

　裕

　造

　〃 

遠

　藤

　正

　文

　〃 

甲

　斐

　友

　和

　〃 

兼

　田

　裕

　士

　〃 

神

　田

　和

　一  

　〃 

今

　井

　大

　祐  

　〃 

髙

　﨑

　
　
　力

　〃 

薬
師
寺

　政

　宇

　〃 

菅

　原

　朋

　紀

　〃 

中
津
留

　正

　士

　〃 

髙

　木

　鉄

　也

　〃 

髙

　瀨

　幸

　伸

　〃 

髙

　山

　
　
　真

　〃 

幾

　田

　淳

　也

　〃 

福

　本

　敏

　弘

　〃 

萬

　屋

　哲

　生

　〃 

廣

　戸

　和

　彦

　〃 

古
手
川

　美

　也

　〃 

柴

　山

　安

　生

　〃 

吉

　田

　幹

　生

　〃 

山

　本

　圭

　三

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、解
雇
や
賃
金
未

払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
、労
働
条
件
の

変
更
に
関
す
る
お
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、電
話
、

来
所
で
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
労
働
委
員
会
は
、労
使
紛
争
を
解
決
す
る
た
め

の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。労
働
相
談
で
は
、

専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、内
容
に
応
じ
て

労
働
委
員
会
の「
あ
っ
せ
ん
」や
適
切
な
機
関
を

紹
介
し
ま
す
。】

１
　
期
間

　
令
和
７
年
２
月
１
日（
土
）〜
２
月
７
日（
金
）

２
　
受
付
時
間

平
日
９
時
〜
20
時（
来
所
の
受
付
は
19
時
ま
で
）

土
・
日
９
時
〜
17
時（
来
所
の
受
付
は
16
時
ま
で
）

※

平
日
夜
間
、土
・
日
曜
日
の
来
所
の
場
合
の

　
出
入
口
は
県
庁
舎
本
館
東
側
通
用
口
。

３
　
相
談
の
方
法

（
１
）電
話
相
談

　
０
９
７
―
５
３
６
―
３
６
５
０

　
　
　
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
９
７
―
５
０
６
―
５
２
４
１

　
０
９
７
―
５
０
６
―
５
２
５
１

（
２
）来
所
相
談

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※

来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

な
お
、こ
の
期
間
以
外
で
も
、平
日（
９
〜

17
時
）
は
、
い
つ
で
も
労
働
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
努
力
に
よ
り
育
っ
た〝
つ
く
み
の
桜
〞を
県
内
外
に
知
ら

し
め
、
更
な
る
知
名
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
す
る
。

《
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
》

◎
募
集
期
間
：
令
和
７
年
２
月
３
日（
月
）〜
４
月
９
日（
水
）

◎
応
募
規
定

　
①
年
齢
・
市
外
・
市
内
・
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
な
い
。

　
②
サ
イ
ズ
　
２
Ｌ
サ
イ
ズ（
約
13×

18
㎝
）。

　
　
使
用
フ
ィ
ル
ム
や
印
画
紙
の
銘
柄
に
制
限
な
し
。

　
③
１
人
３
点
ま
で
応
募
可
能
。

　
④
応
募
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
に
撮
影
し
た〝
つ
く
み
の
桜
〞の
未
発
表  

　
　
写
真
。

◎
申
込
み
方
法

　
①
申
込
み
用
紙
は
、
津
久
見
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
か
ら
印
刷
す
る
か
、

　
　
商
工
会
議
所
・
観
光
協
会
・
つ
く
み
マ
ル
シ
ェ
等
に
設
置
し
て
い
る

　
　
も
の
を
使
用
す
る
。

　
②
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、作
品
と
共
に
、津
久
見
商
工

　
　
会
議
所
宛
に
郵
送
す
る
か
、
持
参
す
る
。

◎
表
彰
　
河
津
桜
賞（
１
名
）・
山
桜
賞（
１
名
）・
金
賞（
２
名
）

　
　
　
　
銀
賞（
３
名
）・
銅
賞（
10
名
）・
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
賞（
６
名
）

　
　
　
　
う
み
た
ま
ご
賞（
３
名
）・
大
分
合
同
新
聞
社
賞（
１
名
）

※

表
彰
式
：
令
和
７
年
５
月
18
日（
日
）10
時（
津
久
見
市
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

◎
主
催
　津
久
見
商
工
会
議
所（
０
９
７
２
―

８
２
―
５
１
１
１
）

◎
後
援
　津
久
見
市・津
久
見
市
教
育
委
員
会
・
津
久
見
市
観
光
協
会
・

　
　
　
　
　
大
分
合
同
新
聞
社

※

入
賞
作
品
の
使
用
権
利
は
、津
久
見
市
桜
観
光
実
行
委
員
会
に
帰
属
す
る
。

※

被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
等
に
対
す
る
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

【
日

　
　程
】
令
和
７
年
２
月
９
日（
日
）
10
時
（
受
付
９
時
30
分
）

【
場

　
　所
】
津
久
見
市
漁
村
セ
ン
タ
ー（
つ
く
み
イ
ル
カ
島
隣
接
）

【
募
集
期
間
】
令
和
７
年
１
月
10
日（
金
）〜
１
月
31
日（
金
）

【
募
集
人
員
】
30
人
　※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

【
申
込
先
】
津
久
見
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
前
予
約
制
）

【
申
込
方
法
】
電
話
・
代
表
メ
ー
ル・
ネ
ッ
ト
申
込

【
主

　
　催
】

　
津
久
見
商
工
会
議
所

　
〒
８
７
９
―
２
４
４
２
　津
久
見
市
港
町
１
番
21
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
７
２
―

８
２
―
５
１
１
１

　
Ｅ
―
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
　

　
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｕ
ｍ
ｉ
＠
ｔ
ｓ
ｃ
ｃ
ｉ
．ｏ
ｒ
．ｊ
ｐ

謹んで新春のお慶びを申し上げます　令和七年 元旦

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

悩
ま
ず
　どん
と
こ
い

労
働
相
談
週
間

紅
葉
谷

　昌代

　フ
ォ
ト
教
室

２
０
２
５

つ
く
み
桜

人気シェフのレシピや
ラッピング方法もサイトでご紹介

https://cotta.co.jpcotta

津久見市上青江4478番地の8
TEL.0972-85-0117

（3）令和７年１月５日 会議所ニュース 昭和42年12月13日
第３種郵便物認可



　コーヒー販売場所　
セブンイレブン港町店、うみえーる、
イルカ島にて販売しています！
浜茶屋には自動販売機を設置中！

お店の名前：焼肉三田井
店主の名前：三田井 大輔さん
場　　　所：中央町 10-9
営 業 時 間：17：30 ～ 22：00
定　休　日：不定休
電 話 番 号：0972-82-5038
一 言 Ｐ Ｒ：夢と希望しかない焼肉屋

　今回は中央町の「焼肉三田井」さんを
ご紹介いたします！座席・メニュー・クー

ポンなどは上記のInstagramにてご確認いただけます♪さらにフォ
ロワー数量限定裏メニューもあるとか・・・！良質なお肉をリーズナ
ブルに提供しており、個室焼肉は津久見で唯一。２種類のタレ（味噌・
醤油）をお好みでどうぞ♪先日お邪魔しましたが、柔らかくてジュー
シーなハラミや、タン塩のクセになる味付けがたまりませんでした　
また、焼肉を食べた後の楽しみとして、日本一のバリスタ椎原渉さん
監修の当店オリジナルコーヒーを販売中！焼肉を食べた後やその翌
日の朝にスッキリしたい時、津久見産みかんや臼杵産ベリーツを使
用したお土産コーヒーなど様々なシーンに合わせた味わいのコー
ヒーとなっていますので、ぜひ焼肉と一緒にお楽しみ下さい♪

～職員のコラム～  

vol.21

焼肉三田井

津久見で

個室焼肉は
ココだけ!

フォロー＆いいね
お願いします！

第233回　珠算検定試験案内

♦施 行 日　令和7年2月9日（日）　

♦試験会場　津久見商工会議所　

♦申込締切　令和7年1月9日（木）

簿記検定試験案内第169回　

施 行 日　令和7年2月23日（日）
試験会場　津久見商工会議所
申込締切　令和7年1月27日（月）
実 施 級　3級（9時～）・2級（13時半～）
受 験 料　3級　3,300円・2級　5,500円

11月のトピックス

設備投資の動向
2024年度の設備投資を「行う」企業は42.7%で高水準を
維持。そのうち投資規模「拡大」は26.6%で減少したが、「同
水準」が増加し、意欲は依然高い。一方、投資を「見送る」
企業は31.4%に増加。設備投資の理由は「設備更新」が最
多（60.9%）で、「需要増対応」（35.6%）や「人手不足対
応」（26.5%）といった前向きな投資も見られる。

11月の業種別動向調査

【建設業】
�公共工事は堅調な一方、住宅関連の民間工事の不振が続
き、全体ではほぼ横ばい。深刻な人手不足や時間外労働
規制により、受注を断念する事例も見られた。

【製造業】
�エネルギー価格の高止まりや円安による輸入コスト増が
続く中、自動車関係や鉄鋼・非鉄金属の堅調な需要が下
支えとなり、改善傾向にある。

【卸売業】
�輸送費の高騰や円安によるコスト増、消費低迷による日
用品や飲食品の需要減少が続く中、天候安定による農畜
産水産物の反動回復が寄与し、改善がみられた。

【小売業】
�イベント特需や百貨店の高価格帯商品の需要は堅調だ
が、実質賃金の伸び悩みによる消費控えで専門店の売上
が低迷し、消費の二極化が続き、全体では横ばい。

【サービス業】
�消費者の節約志向で飲食店や生活関連サービスの需要が
低迷し、電気代や最低賃金引き上げによるコスト増も重
荷となり、悪化。就労調整での人手不足も懸念される。

商工会議所LOBO（早期景気観測）商工会議所LOBO（早期景気観測）

令和７年１月５日（4）会議所ニュース昭和42年12月13日
第３種郵便物認可


